2017年8月5日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第1章31～39節
・引用：第4章28節
　『バガヴァッド・ギーター』の学習には二つの取り組み方があります。

ひとつは学者としての取り組み方です。

この場合は文法、言葉の意味、注釈などについて詳しく研究します。

もうひとつの取り組み方は霊的な視点からの学習であり、その場合には『バガヴァッド・ギーター』を学ぶことがその人の人生をどのように実践的にサポートしてくれるか、ということが重要なポイントになります。

聖典は学者のために書かれているのではありません。

皆さんが幸せになること、真理を悟ること、自己の本性を悟ること、が聖典の目的です。

僧侶と信者だけが聖典を読めばいいというのは誤解であり、もちろん彼らにとっても大切ですが、それだけでなく聖典は一般の人達の支えにもなります。

ヴェーダーンタ協会では皆さんの人生の支えとなるようこの『バガヴァッド・ギーター』の講話を続けているわけですが、それに対してインド大使館が場所を提供してくれることは大変ありがたいと思っています。

現代は日本に限らず世界的に宗教の人気がありません。

もちろんそれには理由があります。

多くの人が「宗教」という言葉でイメージするものといえば、多種多様の宗派、金銭、厳しい修行、そして時には超能力、秘密の呪文などいろいろあります。

多くの人はこれらを敬遠しますし、「宗教は不要だ」と考えるのも全くの間違いではありませんが、霊的になることは必要なのです。

これは大きな違いなので、誤解のないようにしてください。

『バガヴァッド・ギーター』は宗教よりも霊性に深く関係しているのです。
普通の宗教といえば、寺院、僧侶、信者、儀式、世俗的な祈り(現世利益)、寄付などを思い起こすでしょうが、これらは霊性とは関係ありません。

霊的になるための最初の段階が宗教であっても構いません。

しかし、宗教で始まり宗教で終わってはよくないのです。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダの有名な言葉があります。

It is good to be born in a church, but it is bad to die there.
(教会に生まれるのは良いが、そこで没するのは良くない)

その意味は、「最初はひとつの宗教を信仰し、ひとつの寺院に参拝してもよいが、それだけでは十分ではない」ということです。

もっと重要なのは霊的になることです。

「霊的であるとはどういうことか？」という問いに対する端的な答えは、
人生についてのすべての深い言葉や教えについて、学び、理解し、従い、実践している

ことです。「深い」という箇所に注意してください。浅い言葉や教えではありません。

どうでしょう、宗教と霊性の違いが分かったでしょうか？

我々の目的は霊的になることであり、最初の段階が宗教であっても最終ゴールは霊的になることです。
なぜ我々は生きるのか？　人生の目的は何か？　名前や仕事とは別の私の本性は何か？　永遠の幸せはどうしたら得られるのか？　どのように真理を学んだらよいのか？　いったい誰が死に誰が生まれ誰が解脱するのか？　人間と人間との関係の基礎は何か？　宇宙の本性や宇宙の基礎は何か？　神は実在するのか？　神の意味な何なのか？　神と宇宙と我々はどういう関係があるのか？　
これらの疑問に対する深い洞察、言葉はすべて霊的だと言えますし、『バガヴァッド・ギーター』を学習する目的もここにあります。

なぜ学ばなければならないかといえば、それは幸せになるためです。
現代社会では西洋でも日本でも生活水準の点では満たされているのに、皆さんが幸せについて問題を抱えています。
私は各地のグループに招かれて講演をしますが、最近の浜松も以前の多治見でもテーマは「幸せ」でした。

皆さんがお金、衣服、住居、家族については足りていても、幸せを得ていないからです。

内省してみれば、一番の問題は安定した幸せ、安定した穏やかな生活であるのが分かります。

それが満たされていないので、うつ病、引きこもり、人間関係の不調、仕事がうまくいかない、自分の心をコントロールできない、などの問題が起こります。

そうなるとお金があっても、健康のためにヨーガをやり肉体が丈夫でも、人生を楽しめません。

聖典が僧侶や信者だけのためではなく、皆さんのためにあるのだという説明をしています。

皆さんは幸せを望んでいますが、それを手に入れる方法を知りません。

一時的に幸せを得ることは出来ても長続きしないのですが、それは幸せを自分の内側ではなく外に求めるからです。これが『バガヴァッド・ギーター』の教えの核心です。

パワースポットは伊勢や高野山のような外側にあるのではなく、本当はあなたの内部にあります。この観点から『バガヴァッド・ギーター』を学んでください。

今日は新しい参加者も多いので、『バガヴァッド・ギーター』の勉強の目的について説明しているのです。

我々の勉強会の目的はそれによって皆さんが幸せになることであり、これまで参加者からこの点について質問はありませんでしたが、今の私の説明で分かったと思います。
この点を理解したうえで、講話を聞いてください。

もうひとつ心に留めてほしいのですが、これまで聖典を勉強した経験がなく、初めて参加して話を聞いた人の場合、初めは内容を理解できないことがあります。

心配したり失望したりしないでください。それが当然なのです。

私がこれまで初めての参加者に講話後印象を聞くと、たいていの場合「よくわからなかった」という答えが返ってきます。

それが普通であり、最初からわかるほうが特別なのです。

ですから私が初めての参加者にコメントを求める時には、「講話を聞いてどんな印象を持ちましたか？　ただし『わからない』とは言わないように」と言います。

このことを念頭に置いて何回も講話を聞いているうちに、徐々に理解できるようになります。
なぜ最初のうちは理解できないのか、それには理由があります。

聖典の中の霊的な教えは非常に精妙だからです。

賢い人ですら理解するのが困難なほど、例外的に精妙です。

いくら頭が良くても世俗的な人には聖典の教えは理解できません。

次の理由として、聖典や『バガヴァッド・ギーター』の話は、普通の人がこれまでに聞いたことがない、ということがあります。

我々の小学校から大学に到るまでの教育システムの中ではこれらの教え接することはありませんし、両親もこの教えを知らないので家庭でもこのような教育はされなかったのです。

例外はありますが、普通のお坊さんはお盆や葬式の時に少し説教をすることはあっても、真理については話しません。ですから普通の人は真理について話を聞くチャンスがないのです。

(この点インドは文化的に日本とは少し事情が違いますが)

また通常我々は外のもの、物質的なものについて勉強します。

科学、社会学、すべてそうです。

これに対して聖典は、内側、霊的なものについて教えています。

また聖典の教えが何回聞いても理解しにくいのは、その内容が我々の先入観とは正反対のことが多いからです。

普通我々は、「自分とは、体、感覚、心、知性である」とイメージしています。

しかし聖典は、「あなたは体でも感覚でも心でも知性でもなく、魂です」と教えます。
あまりにもイメージと正反対の教えなので、何度聞いてもなかなか理解できません。

我々は前世、前々世・・・・、と気の遠くなるような長い時間に渡ってずっと「私は体である」と考え続けてきて、それが意識に染みついています。
ですからいきなりその反対の考えを受け入れることは難しいのですが、諦めずに繰り返し聞き、理解し、瞑想することで、無知で間違った先入観は徐々に薄らいでゆきます。

無知の雲がゆっくり払われると、知識の太陽が現れます。
この講話の前の祈りの言葉を思い出して下さい。

無知の暗闇から知識の光へと導いてください

(タマソー　マー　ジョーティル　ガマヤ :tamaso ma jyotir gamaya)
一年や二年勉強してもなかなか理解できず、レベルが上がっていないと感じても失望しないでください。勉強は無駄ではありません。
スワミ：「Ｙさん、あなたはヴェーダーンタの勉強を始めてからどれぐらい経ちますか？」
Ｙさん：「30年ぐらいです」

スワミ：「自分が肉体ではなく魂であるということが感じられますか？」
Ｙさん：「時々は感じます」

皆さん、これが皆さんの参考となるひとつの例です。
理想は安定して「自分は魂である」と感じられることですが、時々感じられるレベルにまでなるのにも忍耐が必要なのです。
「桃栗三年柿八年」と言うように、柿の種を植えても翌日すぐに柿の果実ができるわけではありません。このことを理解して取り組んでください。勉強は決して無駄になりません。

ご存知の方もいると思いますが、この『バガヴァッド・ギーター』の講話をテキストにしたものが、ヴェーダーンタ協会のホームページにアップロードされています。

過去に遡ると2011年からの講話のテキストが保存されています。
初めて参加した方もすべてに目を通すのは大変でしょうが、ここ半年ぐらいのテキストはゆっくり時間をかけて読んでください。そうする私の話も理解しやすくなります。

さて、前回から『バガヴァッド・ギーター』第4章28節について説明しています。

さらには財産や苦行やヨーガの行を供物として捧げる人もいれば、自己を規制したり、厳しい誓いを立てたり、ヴェーダ聖典の学習の成果を供養したりする人もいる。//4-28

ここではヤッギャーについて記述されていますが、新しい参加者のためにヤッギャーとは何かについて、少し説明しておきます。
ヤッギャーの直接的な意味は儀式であり、今ではほとんどの場合礼拝の儀式のことです。

ヤッギャーは古代のインドで始まり、日本にも伝わり成田山、高野山でも毎日行われている護摩行の由来でもある、ホーマという火を使った儀式でした。

ヤッギャーの儀式には必ずと言っていいほど火が使われますが、ヤッギャーという言葉は文字通りの儀式という意味以外に、象徴的にも使われます。

たとえば、礼拝が実際に肉体を使って行うものだけでなく、心の中でも礼拝することができるのと同じように、儀式そのものではないシンボリックなヤッギャーというものがあります。

祭壇を作り、神を祀り、お供えをするということは肉体を使ったヤッギャーですが、それは心の中でも可能です。　(肉体的礼拝 – 精神的礼拝：physical worship - mental worship)

ヤッギャーでは神を喜ばせるために火を焚き、供え物をし、その結果神は礼拝者の願いを叶えてくれます。

しかしヤッギャーの本来の意味は、「自分のためのものを捧げる」ということです。
我々人間はみな自分本位で利己的であり、お金や楽しみも全部自分のためだけに使いたいと考えます。すべての動物の中で人間が一番利己的です。
人間は人間以外の生き物はすべて自分たちのために存在していると考えます。
実際はそうではなく、動物たちにも彼らの存在理由があります。

牛、豚、鳥、魚、彼らがどれほど人間のために自分たちの命をささげていることか。

動物たちには彼らの命の目的があるのに、人間はなんと利己的なのでしょう。

樹は自分のために花を咲かせ、枝に実をならせているわけではありません。
マンゴーの樹がマンゴーの果実を食べているところを見た人はいますか？

バラの樹がバラの花の香りを嗅ぐわけではありません。
もちろん例外的に非利己的な人間もいますが、ほとんどの人間はすべてが自分たちのためにあると思っています。

人間はすべてのものをを自分や家族のために使いたいと考え、それには限度がありません。
ヤッギャーの本質はそれと反対に自分のことを考えず、他者の幸せ、喜び、サポートについて考えることです。(サクリファイス:sacrifice)
その心がなく、ただ自分の願いを満足させることだけを目的として行われる儀式は無意味です。

『バガヴァッド・ギーター』では12種類のヤッギャーについて記述があり、これまでほとんどを説明してきましたが、まだ少し残っています。

どうでしょう、みなさんヤッギャーについて理解できましたか？
ヤッギャー(Yajna):自分のためのものを捧げる
もっと生活レベルを上げたい、もっと楽しみたい、そのためにもっとお金を稼ぎたい、という利己的な考えを捨て、他者のことを考えるのがヤッギャーです。
別の角度から表現すると、我々の中には、無知な私と賢い私、二種類の私があります。
低い私－高い私、小さい私－偉大な私、世俗的な私－霊的な私、と言い換えることもできます。
ヤッギャーは無知な私、低い私、小さい私、世俗的な私、であることをやめて、賢い私、高い私、偉大な私、霊的な私、になることです。

それがない単なる儀式にはヤッギャーの意味はありません。

ヤッギャーのうちのヨーガ・ヤッギャーとの関連でパタンジャリ『ヨーガ・スートラ』について長期間にわたって解説してきましたが、前回からは、

スワッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャー　　　(Svadhyaya-Jnana-Yajna)
についての話をしています。

ギャーナ・ヤッギャーは知識のヤッギャーのことですが、皆さんもご存知のギャーナ・ヨーガの、

自分の本性は魂であり、それはミクロレベルではアートマンでありマクロレベルではブラフマンである

という教えに基づいたヤッギャーです。
すべては意識であり、それはミクロレベルではアートマン(Atman:魂)、マクロレベルではブラフマン(Brahman:絶対の実在)と呼ばれますが、どちらも同じものです。

意識についてのヨーガがギャーナ・ヨーガであり、アートマンとブラフマンの合一がその最終目的です。
一般の人がヨーガという言葉から連想するのは、いろいろな肉体的姿勢のことかもしれませんが、ヨーガの本来の意味は合一であり、ギャーナ・ヨーガにおいてはアートマンとブラフマンの合一のことです。
この合一のために必要なのは、真理について、意識について、繰り返し何度も聞き、学び、理解し、集中して考えることです。
ギャーナ・ヨーガは実在と非実在を識別することに重点を置きます。

実在とはアートマンとブラフマンのことですが、実在と非実在、別の言葉で言えば霊性と物質は何が違うのでしょうか。

実在(霊的)　  :永遠、無限、絶対的

非実在(物質的):一時的、有限、相対的
とても基礎的で重要なこれら3つの識別基準を覚えてください。

実在と非実在は正反対なのであり、このことは何度も聞いて理解したつもりでいても、本当に理解するのは難しいのです。

『バガヴァッド・ギーター』講話の古くからの参加者は、この実在と非実在の違いについてはこれまで何度も聞いているはずですが、本当に理解しているでしょうか？

私が何度も同じ話をするので、「その話は以前にも聞きました。他の話はありませんか？」と言われそうですが、これはヴェーダーンタのエッセンスであり、これ以外の話はないのです。聖典の要点はここに尽きるのであり、また何度も聞かなければ強い印象として残らないのです。

学習のプロセスの最初の段階であるスラヴァナ(聞く)は、何回も繰り返す必要があります。
聞いて聞いて聞いて、考えて考えて考えて、理解して理解して理解して、やっと少しだけレベルが上がるかもしれません。
さらに頭だけの理解ではなく、実践を通して自分の人生に生かさなければなりません。
肉体、仕事、親族、執着、欲望、楽しみ、これらに関することすべてについて、上記の3つの基準に照らし合わせて、実在と非実在を識別してください。

なぜ識別が必要なのかといえば、非実在のことを考えると不安、苦しみ、悲しみが増すからです。一時的、有限、相対的なものについて考えれば考えるほど、幸せから遠ざかります。

これは起こるべくして起こる当然の結果です。

幸せが欲しいのなら、反対に永遠、無限、絶対的なものについて考えなければなりません。
自分が毎日の生活で、一時的、有限、相対的なものについてどれほど長い時間考えているのかを内省(識別)してください。

そうすればなぜ自分が不安、ストレス、苦しみ、悲しみを抱えているのか、おのずから答えが得られます。すぐに自分で分かります。
もしその状態を改善したいなら、実在のことを考えてください。

これがギャーナ・ヨーガの教えであり、ギャーナ・ヨーガに限らずバクティ・ヨーガ、カルマヨーガ、すべてのヨーガの教えであり、さらにヒンズー教に留まらず、キリスト教、仏教、イスラム教、すべての聖典の教えです。

「非実在について考えず実在について考えなさい」、これはイエスや釈迦のメッセージでもあります。

仏教、キリスト教、ヒンズー教など、我々は従う儀式の形式の違いによって仏教徒、キリスト教徒、ヒンズー教徒と区別されますが、哲学はひとつです。
いまスワッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャーについて説明していますが、ギャーナ・ヨーガとギャーナ・ヤッギャーは同じだと考えてください。

スワッデャーヤは聖典の学習という意味です。前回も説明しましたが少し繰り返します。

聖典の学習とは、真理、実在について学ぶことです。

言葉としては神、アッラー、イシュワラ、アートマン、ブラフマン、などいろいろありますが、それが指し示すものは皆ひとつであり、それが実在です。
学習の前の祈り　アサトー　マー　サド　ガマヤ　(asato ma sad gamaya)　「非実在から実在へ導いてください」の中の　サット(sat/sad)　が実在(リアリティ)のことです。

口先で唱えるだけではなく、頭で理解し心に刻みつけることが大切です。

とても崇高な祈りの言葉であり、人生の目的はこの実在です。聖典が教えるのもこの実在です。

アートマン、ブラフマン、神、実在の本性は何か、についての詳しい説明は聖典に書かれており、どうしたら実在に到達できるかの方法についても聖典の中にあります。

実在と真理は言葉が違うだけで同じものを指すことを理解してください。

私は時によって、実在、真理、アートマン、ブラフマン、といろいろな言葉を使いますが、皆同じものを意味しています。

言葉を[真理]に統一して表現すると、「真理は何か、真理を悟る方法は何か、その時に何が障害となるのか、実践の時どんな問題が起こるのか、悟りの結果は何か」、これらはすべて聖典が教えてくれます。

ギャーナ・ヤッギャー(ギャーナ・ヨーガ)のひとつの柱は聖典の学習であり、それは真理の学習(実在の学習)と同じです。
私はかねてから真理を知るために自分の好きな聖典を勉強してくださいと話していて、そのための選択肢として『バガヴァッド・ギーター』、ウパニシャッドなどを挙げていますが、ヒンズー教徒もそうしています。

いっぽうキリスト教徒は聖書、イスラム教徒はコーラン、仏教徒は仏典を学びます。

これがスワッデャーヤであり、それは一回きりではなく毎日規則的に継続することが必要です。
前にも言ったように過去世からずっと「私は体である」と考えてきたのに、それと正反対の聖典の教え「あなたは体ではない」を一回聞いただけで理解できるわけがありません。

聖典は何度も繰り返し学ぶ必要があると共に、深く理解する必要があります。

この点が物語を読む時との違いです。

物語は一度読んだきりで忘れてしまっても構いませんが、聖典はそうではありません。

深遠で複雑な内容を理解するためには、何度も読んで深く考えなければなりません。

夏の琵琶湖の例会で参加者のひとりから、「このような勉強会で学ぶのと、自分独りで学ぶのとはどう違いますか？」という質問がありました。
私は時々いろいろな勉強会の参加者に、なぜ参加したのかその理由を尋ねることがあります。

それに対して多くの人が、「自分独りで『バガヴァッド・ギーター』などの聖典を勉強したが、よく理解できなかったためつまらなく感じて、途中でやめてしまったから」と答えます。
これが先ほどの、「独学では不十分ですか？」に対する答えになると思います。

『バガヴァッド・ギーター』はとても素晴らしいと聞いて学び始めたものの、理解できずに興味を失い、学習をやめてしまう人が多くいます。
ですから先生に就いて学ぶことが重要なのです。
皆さんもこの8月の講話会一回きりでなく、これからもぜひ続けて学んでください。

私は今皆さんのやる気を刺激しています。

何度も聞き、何度も考え、何度も理解することで、聖典の教えは徐々に身に付いていきます。

「精妙で、自己の内側に関しての、今まで聞いたことのない」聖典の教えを理解するためには、何度も繰り返すことが必要である、という聖典を学ぶ際のアドバイスも聖典の中に書かれているのです。
昔のインドでは若者たちは勉強するため師のもとで何年かを過ごすのですが、学習を終えて社会に戻る際に、師が最後に弟子に送る言葉があります。
「皆さんが私のもとで学んだのは理論です。これから皆さんは社会に戻り家族を持つことになり、これから本当の実践が始まります。社会に戻っても勉強することを忘れないように」

問題はこれから始まるのです。

皆さんも自分たちの学生時代を思い起こしてください。

夢いっぱいで希望に溢れたバラ色の人生ではありませんでしたか？

社会人となり仕事に就き、結婚して家族や子供を持ってからいろいろな問題に直面します。

この時こそ聖典の勉強が必要なのですが、皆さんはそれを忘れています。

雑誌、漫画、インターネットに夢中になるのもある程度は構いませんが、それ以上にあなたの人生をサポートするために聖典を学ぶことが重要です。

師が生徒に送る最後のメッセージ、「聖典の勉強を忘れないように」を聞いているのに忘れてしまう、これが幸せを得られない理由です。

次に聖なる言葉、[オーム]について説明します。

以前『ヨーガ・スートラ』のニヤマのところでも、スワッデャーヤについて説明しました。
今日の参加者の中でその頃から続けて参加している人はどれぐらいいますか？

オームについて、唱え方、その成り立ち、実践上の方法、などについて覚えている人はどれぐらいいますか？

たとえばどんなことを覚えていますか？

参加者：①ＡＵＭの　ア＝地上　ウ＝中間の場所　ム＝天国

　　　　②人間が自然に口を開閉して息を吐きだす時、アウムという音を発する

　　　　③ア ウ ム　それぞれが個別の神を表す
分かりました。ある程度覚えている人もいるようですが、もう一度繰り返して説明します。
とても重要な話です。

最近ヨーガのグループの中でも、オームを唱えることが普通に見受けられます。

しかし彼らがオームを唱える目的と、聖典に書かれているオームを唱える目的は全く違います。
この点をまず理解してください。

普通のヨーガのグループでは何を目的として唱えているのでしょうか？

ヨーガの指導者の方もいると思いますが、いかがですか？

生徒の方は特別なイメージを持っていないかもしれませんが、指導者の目的はおそらく実技の前に心を静かにすることだと思います。そこには霊的な目的は全くありません。
生徒たちはヨーガのクラスの前にそれぞれの仕事をしていたわけですが、いきなりアーサナに入る前に、落ち着かない心を静めてヨーガに集中できるよう、オームを唱えるのです。
ウパニシャッドや『バガヴァッド・ギーター』のオームの意味を理解してください。

我々の勉強会でオームを唱える目的と、ヨーガクラスでのオームの目的は全く違います。

我々は霊的な目的でオームを唱えるのであり、それは実在と関係があります。

ギャーナ・ヤッギャーのひとつの柱は聖典の学習であり、もうひとつの柱がオームを唱えることです。

発音するとオームになりますが、文字ではこのように表し(ホワイトボードにサンスクリットを書く)、アルファベットではＯｍと書きます。

聖典の中でオームについての説明はいたるところに見られ、たとえば『マンドゥーキャ・ウパニシャッド』(Mandukya Upanishad)は全編にわたってオームだけをテーマとしています。

皆さんは泳いで海を渡れますか？　日本からサンフランシスコまで2万キロの太平洋を泳いで渡れますか？　もちろん船が必要です。

オームは世俗の海を渡るための舟である
オームを唱え、オームについて瞑想することで、世俗の海を渡ることができます。
別のたとえを挙げます。

オームという弓にアートマンという矢をつがえブラフマンという的を射る
オームを唱え、その意味を瞑想することで、ブラフマンを悟ることができます。
ただ唱えるだけではだめで、その意味に集中しなければなりません。

マントラを唱えながら心は他のことを考えている、ということはごく普通にあります。

パタンジャリも　japam + arthabhavanam という言葉で、オームの意味に集中することの重要性を説いています。(『ヨーガ・スートラ』1.28) 
ジャパ(japa)は繰り返し唱えること、アーサ(artha)は意味、バーヴァナム(bhavanam)は集中して考える、ということです。オームの意味とはブラフマン(アートマン)です。

唱えると同時にオームの意味を考えなくてはいけません。

マントラを唱えながら試験勉強のための本を読んでいるようでは意味がありません。
オームの性質について話します。

神はオームという音でこの宇宙を創りました。

宇宙は五大要素から創られていますが、その要素の中にも順番があり、第一要素はアカーシャ(空:くう)であり、これは音のことでもあります。

エーテル(アカーシャ)によって音が伝わります。

宇宙の一番最初の音がオームです。

聖書にも「初めに言葉ありき」とありますが、宇宙の始まりに関してキリスト教とヒンズー教の考え方はとても似ています。

オームは永遠です。

宇宙のサイクルには破壊があることはご存知だと思いますが、興味深い点はヒンズー教の聖典が言う破壊とは、文字通りの意味での破壊ではないことです。

では破壊でなければ何があるのかといえば変化であり、粗大なものが精妙なものになるということなのです。変化は破壊ではありません。
たとえばＨ2Ｏは、水、氷という形を取りますが、蒸気になると目には見えません。

しかし見えないだけで、なくなったわけではありません。

ヒンズー教の聖典の考え方では、破壊とは　粗大 ⇒ 精妙　の変化のことです。

そして破壊のサイクルにあってもオームという音は続いているのですが、精妙に変化して聞こえなくなっているだけなのです。この意味でオームは永遠です。
すべての言葉はオームから発生しています。
オームには原因がありません。

普通の音にはすべて原因があります。

私が今机を叩くと叩いたことが原因となって、コツコツという音が聞こえます。

ウグイスの鳴き声の原因は、喉の筋肉が振動して中から息が吐き出されるからです。

我々人間の話し声が聞こえるのも、体内から風(息)が出ることが原因です。

風がなければ音は出ません。

オーム以外のすべての音は原因があり作られたものであるのに対し、オームは原因を持たず作られたものではなく「顕れている」のです。

「肉体は父母によって作られたものであるが、アートマンは顕れている」という表現との対比で、「顕れている」の意味が理解できると思います。

アートマンを作ることはできません。普通の音とオームはそれほど違います。

・アーハタ　ドヴァーニ(Ahata Dhvani)
・アナーハタ　ドヴァーニ(Anahata Dhvani)

アーハタ＝叩かれた、ドヴァーニ＝音、という意味なのでその否定形のアナーハタ　ドヴァーニは叩かれていない音、つまり原因を持たない音のことです。

オームはアナーハタ　ドヴァーニです。

この原因を持たない音は普通の人には聞こえませんが、ヨーギ達には聞こえます。

この音は天上的(celestial)で、この世のものとは思われない霊妙な(ethereal)音です。

普通のすべての音は物質的な音ですが、唯一の例外がオームです。
なぜ我々にそれが聞こえないのかといえば、我々が物質的だからです。

我々が霊的な状態になれば、この絶えず流れている霊的な音も聞こえます。
ラーマクリシュナ僧院の僧侶の中にこの霊的な音が聞こえる方がいました。

その方はスワミ・シャーンタナンダジで、ホーリー・マザー(サラダデーヴィー)の弟子であり、とても霊性の高い方でした。

シャーンタナンダジの回顧録の中にある記述ですが、ある時彼は霊的実践の後に自分の体の内側から音が聞こえてくるのに気付きました。

皆さんの場合はこんな時血圧が高くなっていたり、耳の問題だったりする可能性があるので、くれぐれも自分の霊的レベルが高くなったと誤解することのないようにしてください。

シャーンタナンダジも肉体の問題かと考え検査を受けましたが、医師によると特に問題はありませんでした。

そこでシャーンタナンダジはスワミ・トゥリヤーナンダジに手紙を書いて音の原因を尋ねましたが、シャンーンタナンダジの熱心な霊的実践について知っていたトゥリヤーナンダジの返事は、「心配しないように。あなたは幸運です」でした。

それでも心配だったシャーンタナンダジはホーリー・マザーにも手紙を書いて確認しましたが、ホーリー・マザーの答えも同じでした。

シャーンタナンダジは自分だけでなく他の僧達も同じような音が聞こえるのかと思い尋ねましたが、同じ経験をした僧はいませんでした。

これが原因を持たない音(アナーハタ　ドヴァーニ)が聞こえるという一例です。

長い時間唱えるなら、オームというただひとつの音節だけで心は鎮まり平安が得られます。

他の言葉は要りません。
色々な音節を組み合わせて言葉を作ることはできますが、オームだけで心は静かになります。

またオームは疲れることなく楽に長時間唱えることのできる音節です。

昔の聖者達は皆オームの素晴らしさについて語っています。
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